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使用する教科書

工業情報数理 　 2 2～４ 機械科 １年１・２組 必修 実教出版　｢工業情報数理｣

科目名 単位数 標準単位数 対象学科・コース・類型・系列 対象学年・組 必修・選択

令和４年度　シラバス

特記事項

科目目標

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の各分野における情報技術の進展への対応や事象の数理処理に必要な資質・能力を次のとおり育成

することを目指す。

(１)　工業の各分野における情報技術の進展と情報の意義や役割及び数理処理の理論を理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 【知識及び技術】

(２)　情報化の進展が産業社会に与える影響に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 【思考力・判断力・表現力

等】

(３)　工業の各分野において情報技術及び情報手段や数理処理を活用する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。【学びに向かう力、人間性

等】

評価の観点

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

情報技術に関する基礎的な知識と技術を理解

し、情報技術を利用した情報の収集・処理・活

用のために必要な技能を身につけている。

諸問題の解決をめざしてみずから思考を深め、問題解決

方法を適切に判断する能力を身につけており、情報技術

を活用して情報を処理・表現することができる。

情報技術に関する基礎的な知識と技術に関心をもち、その習

得に向けて意欲的に取り組むとともに、実際に活用しようと

する創造的・実践的な態度を身につけている。

年間指導計画表

月
予定

時数
学習項目 学習内容（教科書）

評価の観点 評価規準・評価方法
備考

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

（２）コンピュータシステム

ア　ハードウェア

イ　ソフトウェア

第２章　コンピュータの基本操作とソフトウェア

１節　コンピュータの基本操作

２節　ソフトウェアの基礎

３節　アプリケーションソフトウェア

・キーボードやマウスを扱う技能

を習得している。

・記憶装置の種類と特徴を理解

し，扱う技能を習得している。

・アプリケーションソフトウェア

に共通する基本的な操作などの技

能を習得している。

・各種記憶装置の取り扱い方の必

要性が判断できる。

・OSとハードウェア、応用ソフ

トウェアの関係が考察できる。

・アプリケーションソフトウェア

の中から必要なソフトウェアを選

択することができる。

・PC基本操作と取扱いに関心を

もち意欲や態度が真剣である。

・基本ソフトウェアと応用ソフト

ウェアの違い、OSの目的と種類

などに関心をもち、意欲的に学習

に取り組み、学習態度は真剣であ

る。

第３章　プログラミングの基礎

１節　プログラム言語

２節　プログラムのつくり方

３節　流れ図とアルゴリズム

・基本的なプログラムを組み合わ

せて応用的なアルゴリズムを作成

する知識および技能を身につけて

いる。

・アルゴリズムと流れ図について

理解し，これらを活用する技能を

習得している。

・機械語、アセンブラ言語、高水

準言語の用途を判断し、適切な言

語を選択できる。

・最適なプログラムを記述するた

めに必要なアルゴリズムを考えて

流れ図として表現できる。

・用途に応じたプログラム言語の

違いや、プログラムのつくり方に

関心をもち、意欲的に学習に取り

組み、学習態度は真剣である。

・問題解決の処理手順であるアル

ゴリズムと、アルゴリズムを実現

するための流れ図を描くことに興

味をもち、意欲的に学習に取り組

み、学習態度は真剣である。

（１） 産業社会と情報技術

ア　情報化の進展と産業社会

イ　情報モラル

ウ　情報のセキュリティ管理

第１章　産業社会と情報技術

１節　コンピュータの構成と特徴

２節　情報化の進展と産業社会

３節　情報化社会の権利とモラル

４節　情報のセキュリティ管理

・情報・情報処理・データ・情報

化社会などの用語を理解し、産業

界のどの分野でコンピュータがど

のように利用されているか調査を

行い、まとめることができる。

・情報化社会で守るべきモラルに

ついて、情報技術正しく利用して

法的な根拠について理解してい

る。

・情報技術の進展にともない産業

社会に及ぼす影響について、光と

影の部分に関して思考・判断で

き、自分の考えを表現できる。

・情報化社会で守るべきモラルに

ついて具体的に考え、互いの意見

を述べたり発表したりできる。

・現代社会の情報機器がどのよう

な特徴をもち、どのように利用さ

れているかなどについて関心をも

ち、意欲的に学習に取り組み、学

習態度は真剣である。

・知的財産権・プライバシーの保

護・コンピュータの不正利用対

策・コンピュータウイルス、およ

び、それらの対策などに関心をも

ち、意欲的に学習に取り組み、学

習態度は真剣である。

第４章　BASICによるプログラミング

１節　BASICの特徴

２節　四則計算のプログラム

３節　文字データの取り扱い

４節　データの読取り

５節　選択処理

６節　繰返し処理

７節　配列処理

８節　外部関数

９節　グラフィックス

・BASICプログラムの作成手順を

理解し、簡単なプログラム作成の

ための技能を身につけている。

・INPUT文、READ文、DATA

文、IF～THEN文などについて、

それらの使い方に関する知識を身

につけている。

・メインプログラム、外部関数な

どの用語を理解している。

・グラフィックスに用いられる命

令に関する知識を身につけてい

る。

・簡単なプログラムを読んで、ど

のような結果が出力されるか考察

できる。

・選択処理プログラム、繰返し処

理プログラムを読んで、処理手順

をトレースできる。

・問題を解決するためのアルゴリ

ズムを理解し、みずからプログラ

ムを作成し、他人が利用できるソ

フトウェアのプログラムを記述で

きる。

・プログラムの作成手順に関心を

もち、意欲的に学習に取り組もう

とする。

・基本的な命令を理解し、四則計

算プログラム・文字データを出力

するプログラム・数値データや文

字列データを扱うプログラム・選

択処理・繰返し処理などのプログ

ラムに関心をもち、意欲的に学習

に取り組み、学習態度は真剣であ

る。

第５章　Cによるプログラミング

１節　Cの特徴

２節　四則計算のプログラム

３節　選択処理

４節　繰返し処理

５節　配列

６節　関数

７節　Cによる数理処理

・プリプロセス、ヘッダファイ

ル、main関数などについて理解

している。

・整数型・実数型・文字型データ

の取り扱いについて理解してい

る。

・if文、else　if文、switch文、

for文、while文などについて理解

している。

・関数を理解し、関数を用いたプ

ログラムを作成する技能を習得し

ている。

・Cの特徴をBASICと比べて考察

できる。

・選択処理プログラム、繰返しプ

ログラムがどのような結果が出力

されるか考察できる。

・一次元配列のプログラム、標準

関数を用いたプログラムなどを読

んで、どのような結果が出力され

るか考察できる。

・問題を解決するためのアルゴリ

ズムを理解し、みずからプログラ

ムを作成し、他人が利用できるソ

フトウェアのプログラムを記述で

きる。

・コンパイラ言語であり、プリプ

ロセスや関数など、Cの特徴に関

心がある。

・プログラムの書式、データ型、

演算子などに関心をもち、選択処

理、繰返し処理を行う制御文や配

列、関数などについて関心を持ち

意欲的に学習に取り組み、学習態

度は真剣である。

第６章　ハードウェア

１節　データの表し方

２節　論理回路の基礎

３節　処理装置の構成と動作

・２進数と16進数について理解

し、四則計算や変換・計算ができ

る。

・コンピュータに周辺装置につい

て理解し，適切に接続する技能を

習得している。

・10進数の構成から、２進数と

16進数の構成が説明できる。

・利用目的に応じた適切な周辺装

置を選択し、提案することができ

る。

・２進数、10進数、16進数など

に関心がある。

・処理装置と周辺装置に関心があ

る。そして、上記の事項について

意欲的に学習に取り組み、学習態

度は真剣である。
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・量の名称・量記号・単位(SI)に

ついて説明できる。

・実験データをグラフによって可

視化し，データの特徴を見いだす

方法を提案できる。

・量の名称・量記号・単位(SI)に

ついて関心がある。

・実験データをグラフによって可

視化し，データの特徴を見いだす

方法について関心があり，意欲的

に学習に取り組み、学習態度は真

剣である。

ウ　数理処理 第10章　数理処理

１節　単位と数理処理

２節　実験と数理処理

３節　モデル化とシミュレーション

・組立単位が固有の記号の組合せ

で構成されていることを理解して

いる。

・実際の実験データを用意し，グ

ラフ化する方法を理解し，実際に

あるデータから特徴を読み取る技

能を習得している。

イ　データの入出力 第９章　情報技術の活用と問題の発見・解決

１節　マルチメディア

２節　プレゼンテーション

３節　文書の電子化

４節　問題の発見・解決

・マルチメディア機器やマルチメ

ディアソフトウェアの操作に関す

る技能を習得している。

・情報収集のための機器の操作に

関する技能を習得している。

・プレゼンテーションに必要な機

器やソフトウェアの操作に関する

技能を習得している。

・問題点を解決してく適切な手順

や方法を選択して実行する技能を

習得している。

・目的に応じたマルチメディアコ

ンテンツや必要な機器の選択がで

きる。

・適切な情報収集方法を選択して

提案できる。

・他人の発表をみて長所や改善点

を指摘でき、自分の発表に生かす

ことができる。

・問題点を解決してく適切な手順

や方法を選択し提案できる。

・マルチメディアのハードウェア

やソフトウェアに関心がある。

・積極的に自分で情報収集し、探

求・解決する意欲がある。

・情報を整理し他人に発表した

り、要約する意欲があり、積極的

で、学習態度は真剣である。

・既存の方法について問題点を見

いだし，解決していくことに意欲

がある。

ウ　情報通信ネットワーク 第７章　コンピュータネットワーク

１節　コンピュータネットワークの概要

２節　コンピュータネットワークの通信技術

・データ通信システムと情報通信

ネットワークの概要について理解

している。

・コンピュータネットワークに使

用されている機器について理解

し、簡単な接続ができる。

・コンピュータネットワークで使

用するプロトコルについて理解

し、簡単な設定や操作などの技能

を習得している。

・家庭のインターネット接続につ

いて適切な方式を選択し提案でき

る。

・コンピュータ実習室のネット

ワークに使用されている機器や

ネットワークの構成について説明

できる。

・コンピュータネットワークで使

用するプロトコルの知識をもち、

適切なプロトコルを利用できる。

・データ通信の概要とネットワー

クの概要について関心がある。

・家庭のインターネット接続やコ

ンピュータ実習室のネットワーク

に関心がある。

・コンピュータネットワークに使

用する機器やプロトコルに関心が

あり、学習態度は真剣である。

（３）プログラミングと工業に

関する事象の数理処理

ア　アルゴリズムとプログラミ

ング

第８章　コンピュータ制御

１節　コンピュータ制御の概要

２節　制御プログラミング

３節　組込み技術

・コンピュータ制御の概要につい

て理解している。

・コンピュータ制御に必要なプロ

グラムについて理解している。

・LED点灯など、簡単なコン

ピュータ制御の構成法や操作など

の技能を習得している。

・コンピュータ制御において、ス

イッチ入力回路およびLED点灯回

路、また、パルスモータ制御回路

を製作する技能を習得している。

・身のまわりの機器がコンピュー

タ制御されていることを知り、ど

のような制御を行っているか説明

できる。

・身のまわりの機器に組み込まれ

ているコンピュータの特徴を説明

できる。

・機器に適したコンピュータ制御

の方法を判断して説明できる。

・身のまわりのコンピュータ制御

に興味があり、具体的な方法に関

心がある。

・身のまわりの組込み技術とその

特徴に関心がある。

・コンピュータ制御について関心

があり、上記の事項について意欲

的に学習に取り組み、学習態度は

真剣である。


